
河
村
副
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、

本
田
幹
事
を
議
長

と
し
て
、
平
成
21

年
度
実
施
事
業
を

山
岡
幹
事
か
ら
、

21
年
度
決
算
を
渡

辺
幹
事
か
ら
説
明

し
、
ま
た
平
成
22
年
度
事
業
計

画
案
を
梶
原
幹
事
か
ら
、
22
年

度
予
算
案
を
渡
辺
幹
事
か
ら
説

明
し
、
さ
ら
に
平
成
22
年
度
役

員
案
に
つ
い
て
梶
原
幹
事
か
ら

説
明
、
討
議
が
行
わ
れ
た
。

質
問
と
し
て
、
「
寄
付
金
を

予
算
と
し
て
揚
げ
る
べ
き
か
否

か
」
、
「
坂
本
城
の
構
造

は
ど
こ
ま
で
分
か
っ
て
い

る
の
か
」
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
渡
辺

幹
事
と
梶
原
幹
事
が
答
え
、

平
成
21
年
度
実
施
事
業
と

決
算
、
平
成
22
年
度
事
業

計
画
案
と
予
算
案
が
と
も

に
承
認
さ
れ
た
。

役
員
も
変
更
に
な
り
、

新
役
員
の
紹
介
と
河
村
副

会
長
よ
り
お
礼
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
総
会
は
終
了

し
た
。

総
会
後
、
成
安
造
形
大
学
前

学
長
の
木
村
至
宏
先
生
の
講
演

「
私
が
見
た
光
秀
像
」
を
藤
本

幹
事
の
司
会
で
行
わ
れ
た
。

ま
た
臨
時
に
、
高
知
大
学
の

坂
本
世
津
夫
氏
の
講
演
「
明
智

光
秀
と
竜
馬
」
を
行
っ
た
。

（
文
責
：
梶
原
大
義
）

５
月
11
日
に
役
員
会
を
開
催

し
、
総
会
で
決
定
し
た
年
間
の

事
業
計
画
の
具
体
化
と
、
役
員

の
任
務
分
担
を
決
定
し
た
。

[

活
動
方
針]

１

21
年
度
運
営
方
針
を
継
承

し
、
事
業
を
展
開

２

２
年
後
（
平
成
24
年
４
月
）

に
は
坂
本
城
復
元
計
画
を
提
案

で
き
る
よ
う
活
動
推
進

[

活
動
計
画]

１

光
秀
関
連
遺
跡
の
観
光
チ

ラ
シ
の
作
成
（
７
月
）

２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座
（
９
月
）

３

下
阪
本
学
区
文
化
祭
に
参

加
継
続
（
11
月
）

４

会
報
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

（
５
月
・
11
月
・
２
月
）
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

５

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

（
本
年
は
養
成
講
座
を
開
催
・

来
年
度
総
会
時
開
催
）

６

日
帰
り
バ
ス
研
修
会
を
実

施
し
ま
す
（
10
月
）

６

坂
本
城
趾
公
園
の
清
掃
活

動
を
年
三
回
行
い
ま
す
（
６
月

13
日
・
９
月
・
３
月
）

７

坂
本
城
跡
地
の
考
古
学
的

調
査

８

考
古
資
料
・
文
献
資
料
の

ま
と
め
と
発
表

９

坂
本
城
復
元
に
向
け
て
、

県
・
市
な
ど
へ
の
ア
ピ
ー
ル

10

月
１
回
の
役
員
会
の
開
催

と
会
員
の
増
加

[

新
年
度
役
員]

会
長

天
田

省
三

副
会
長

河
村

益
孝

幹
事
・
会
計

渡
辺

豊

幹
事
・
広
報

藤
本

一
也

幹
事
・
事
務
局

梶
原

大
義

幹
事
・
並
木

益
雄
・
中
田

安

子
・
成
宮

律
子

監
事

坂

手

孝
夫
・
山
岡

周
天

顧
問

日
花

基
次
・
篠
原

弘
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坂本城を考える

会発行

発行責任者

天田 省三

大津市下阪本5

丁目10-6

坂
本
城
を
考
え
る
会

ニ
ュ
ー
ス

具
体
的
な
年
間
事
業

計
画
が
決
ま
る

４月1８日/下阪本市民センター

第４回総会を開催

木
村

至
宏
成
安
造
形
大
学

名
誉
教
授

記
念
講
演

私
の
見
た
光
秀
像

第２部で講演中の木村至宏成安造形大学元学長

パワーアップ・市民活動
応援事業に採択される

「坂本城復元を目標に郷土の歴史を知る」を提案

事業として、大津市パワーアップ・市民活動応援事

業に応募したところ、書面審査・公開プレゼン審査

を得て採択されました。今後はその内容を年間事業

計画の中に組み込み、事業展開します。

■審査委員会委員の事業に対する講評
○明智光秀と坂本城は有名であり、坂本城の復元と

いう大きなテーマに向かって取り組む活動を評価

○坂本城の歴史的意義、文化資産としての意義など、

今後益々研究を重ねる期待

○ボランティアガイドの育成により、地域を知り、

来訪者へのガイドで地域活性化につながる

○伝統遺産、宿泊設備、美術展時場所など、地域お

こしの起爆剤として期待できる



戦
国
乱
世
。
織
田
信
長
が
近

江
八
幡
の
安
土
山
築
い
た
安
土

城
は｢

天
下
一｣

、
歴
史
に
残
る

名
城
、
そ
れ
に
次
ぐ
明
智
光
秀

の
坂
本
城(

大
津
市
下
阪
本)

は

国
宝
姫
路
城
な
ど
優
美
な
連
郭

式
天
守
の
先
駆
で
あ
っ
た
。

安
土
城
は
天
正
４
年
（1576

）

着
工
。
日
本
60
余
州
の
ほ
ぼ
中

央
、
琵
琶
湖
に
突
き
出
た
１
１

０
㍍
、
個
水
面
よ
り
高
い
小
丘

に
そ
び
え
た
壮
大
な
城
郭
。
天

守
は
穴
蔵
１
階
を
含
む
５
層
７

重
。
イ
ラ
カ
は
金
色
に
輝
き
、

座
敷
う
ち
に
は
黒
ウ
ル
シ
塗
り

の
壁
を
配
し
、
狩
野
永
徳
の
名

画
が
並
び
、
安
土
桃
山
文
化
を

開
く
。

し
か
も
城
下
に
は
諸
大
名
の

屋
敷
群
と
、｢

楽
市
楽
座｣

の
城

下
町
が
出
現
、
日
本
の
歴
史
を

変
え
た
。
し
か
し
完
成
後
わ
ず

か
三
年
、
天
正
10
年
に
は
光
秀

の
本
能
寺
の
変
の
あ
と
炎
上
。

残
念
な
が
ら
三
重
県
伊
勢
市
二

見
の
戦
国
時
代
村
に
“
復
元
”
、

お
も
か
げ
は
草
む
す
安
土
山
に

遺
構
を
偲
ば
せ
る
の
み
で
あ
る
。

先
日
、
こ
の
築
城
を
ド
ラ
マ

に
し
た
映
画｢

火
天
の
城｣

を
見

た
。
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
特
殊

撮
影
さ
れ
た
築
城
シ
ー
ン
、
比

良
・
比
叡
の
広

が
る
美
し
い
湖

の
景
観
に
感
動

し
、
主
演
の
西

田
敏
行
・
大
竹

し
の
ぶ
夫
妻
ら

豪
華
な
配
役
陣

の
名
演
技
に
、

胸
が
迫
り
、
涙

を
押
さ
え
た
。

巨
岩
を
巧
み

に
操
る
坂
本

穴
太
衆
、
神

木(

ヒ
ノ
キ)

に
命
を
か
け

る
木
曽
の
杣

人
、
カ
リ
ス

マ
の
信
長
、

バ
カ
バ
カ
し

い
武
者
た
ち
、

迫
力
満
点
だ
っ

た
。実

は
老
生
、

若
い
頃
、
昭

和
30
年
か
ら

大
津
・
高
島

に
９
年
間
在

勤
、
湖
国
熱

愛
族
で
あ
る
。

と
く
に
琵
琶
湖
の
汚
染
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
、
農
薬
の
空
中
散
布

に
反
対
。
一
方
、
比
叡
山
や
三

井
寺
に
親
し
み
、
環
境
保
護
と

歴
史
文
化
に
さ
さ
や
か
な
貢
献

を
し
た
浅
学
で
あ
る
。
拙
作
の

歴
史
書
も
書
い
た
。

だ
か
ら
昭
和
35
年
ご
ろ
、
安

土
城
復
元
運
動
が
起
こ
り
、
文

化
庁
や
滋
賀
県
が
反
対
し
た
の

が
残
念
。
近
頃
で
は
、
若
輩
が

言
い
出
し
た
頃
に
は
声
も
あ
げ

ず
、
今
頃
に
な
っ
て
環
境
保
護

を
騒
ぎ
出
し
、
ダ
ム
反
対
・
栗

東
新
駅
反
対
・
安
土
町
の
近
江

八
幡
反
対
、
な
ん
で
も
反
対
の

ク
レ
ー
ム
に
あ
き
れ
か
え
っ
て

い
る
。

一
世
紀
も
た
っ
て
、
豊
臣
秀

吉
ゆ
か
り
の
長
浜
城
の
復
元
を

誇
り
、
山
内
一
豊
夫
妻
の
大
河

ド
ラ
マ
に
喜
ん
だ
。
で
き
れ
ば
、

安
土
に
安
土
城
と
坂
本
に
坂
本

城
が
復
元
さ
れ
る
ま
で
長
生
き

し
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

時
々
、
三
井
寺
や
西
教
寺
に

お
参
り
し
、
坂
本
城
趾
も
散
策
、

｢

琵
琶
湖
周
航
の
歌｣

な
ど
口
ず

さ
み
、
大
学
同
窓
の
天
田
省
三

君
ら｢

坂
本
城
を
考
え
る
会｣

の

活
躍
を
喜
ん
で
い
る
。

城
跡
に

こ
ぶ
し
を
握
る

わ
ら
び
か
な
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私が見た光秀像
木村至宏成安造形大学名誉教授記念講演要約

明智光秀の関連年表から、光秀と坂本との関連は深く、坂本城

とともに光秀の天海説もあり、比叡山延暦寺との関連も伺え、また

坂本には光秀の刀を所有する天田氏もいる。

従来から、儒教の教えとして主に対する謀判への反発から、明治

時代になっても光秀も評価は悪い。しかし光秀は文武両道を兼ね

備えた人物で、戦死した兵士のために西教寺に供養米を寄進す

るなど、上下の差別をしない人物で、比叡山焼き討ちにあたって

は信長をいさめたという記録が「天台座主記」にあり、正義感の強

い、心の優しい人物であったとされる。

また亀岡では「光秀公」呼称され、坂本にも明智光秀公顕彰会

があり、ここ下阪本でもなにか光秀を称えるものを計画すべきで

はないか。

坂本城の復元には、山城に比べて平城の復元は困難であり、ま

た城の構造の判明が必要である。NHKで坂本城の外観が放送さ

れ、これらも含めて、天主の行動がどうであったかを調べ、現世代

で無理であれは次世代に引き継ぐようにすべきである。

また坂本城復元にあたっては、文化と経済とは両輪として進める

べきであることを訴えるべきだ。（文責：梶原大義）

近
江
の
安
土
城
・
坂
本
城

を
懐
古

横
山

高
治

作成中の観光チラシ



江
戸
初
期
の
頃
、
織
田
信
長
、

明
智
光
秀
、
豊
臣
秀
吉
ら
の
噂

が
、
ま
だ
生
々
し
く
語
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
武
将
ら
に
関
す
る

書
物
も
、
次
々
と
出
さ
れ
て
い

た
。
そ
ん
な
時
期
に
魔
人
と
呼

ば
れ
、
人
々
の
関
心
を
集
め
た

謎
の
人
物
が
い
た
。
天
海
僧
正

で
あ
る
。

幕
閣
体
制
も
よ
う
や
く
整
い
、

誰
も
が
世
の
平
和
を
享
楽
し
は

じ
め
た
と
き
、
突
如
と
し
て
、

家
康
の
前
面
に
現
れ
、
徳
川
幕

府
の
影
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
知

ら
れ
は
じ
め
た
天
海
に
、
人
々

は
異
常
な
関
心
を
示
し
た
の
で

あ
る
。
濃
い
霧
の
彼
方
か
ら
、

突
然
出
現
し
た
よ
う
な
、
し
か

も
そ
れ
以
前
の
経
歴
は
漠
と
し

て
、
祥
ら
か
で
な
い
天
海
で
あ
っ

た
か
ら
、
人
々
が
魔
人
と
呼
ぶ

の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で

あ
っ
た
。

天
海
は
光
秀
だ
。
光
秀
は
山

崎
の
合
戦
で
秀
吉
に
敗
れ
は
し

た
も
の
の
、
死
ん
で
は
い
な
か
っ

た
の
だ
、
ま
こ
と
し
や
か
に
そ

う
言
い
つ
の
る
人
々
も
い
た
。

事
実
、
明
智
光
秀
が
、
山
崎
か

ら
敗
走
の
途
中
、
山
科
小
栗
栖

の
山
中
で
、
土
民
の
竹
槍
に
貫

か
れ
て
落
命
し
た
と
い
う
説
に

は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
も
あ

り
、
素
直
に
首
肯
で
き
な
い
。

だ
が
、
天
海
が
光
秀
だ
と
す
る

に
は
、
決
定
的
な
無
理
が
あ
る
。

年
齢
で
あ
る
。
家
康
が
豊
臣
方

の
建
立
し
た
方
広
寺
大
仏
殿
の

鐘
楼
の
鐘
の
銘
に
難
ぐ
せ
を
つ

け
た
の
は
、
慶
長
十
九
年
（
一

六
一
四
）
で
、
後
に
大
阪
冬
の

陣
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
策
を

進
言
し
た
の
は
天
海
僧
正
と
さ

れ
て
い
る
。
天
海
僧
正
が
光
秀

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
齢
は
八

十
六
歳
を
超
え
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
あ
と
三
代
家
光
ま

で
仕
え
る
の
は
ど
う
み
て
も
無

理
が
あ
る

方
広
寺
事
件
は
、
家
康
七
十

五
歳
の
と
き
の
こ
と
で
、
既
に

当
時
と
し
て
は
か
な
り
高
齢
な

二
人
が
、
後
の
戦
い
に
つ
な
が

る
よ
う
な
策
を
奔
す
る
だ
ろ
う

か
。
天
海
は
も
っ
と
若
く
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
で
は
、
天
海

は
誰
な
の
か
。
光
秀
に
関
す
る

史
料
や
書
物
を
江
戸
時
代
と
、

現
代
を
問
わ
ず
ひ
も
と
い
て
い

く
と
、
面
白
い
話
に
つ
き
当
た
っ

た
。
明
智
光
秀
が
、
妻
木
勘
解

由
左
衛
門
の
娘
、
お
煕
を
娶
っ

た
の
は
二
十
六
歳
の
と
き
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
前
の
光
秀
に
愛
人

が
い
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
名

前
も
桔
梗
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
眉
唾
で
あ
る
。
明
智
の

家
紋
が
桔
梗
で
あ
っ
た
こ
と
に
、

因
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
便

宜
上
、
こ
の
名
前
を
使
う
こ
と

に
す
る
。

明
智
光
秀
と
桔
梗
は
正
式
な

夫
婦
と
な
る
こ
と
な
く
終
わ
っ

て
い
る
。
家
柄
が
釣
り
合
わ
な

い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
人
の

間
に
男
の
子
が
一
人
生
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
男
子
が
元
服
近
く

に
な
る
ま
で
、
桔
梗
は
密
か
に

慈
し
ん
で
育
て
ら
し
い
。
光
秀

は
こ
の
子
の
元
服
を
待
っ
て
妙

心
寺
に
預
け
た
。
当
時
の
住
職

は
慈
渾
と
言
っ
た
。
光
秀
は
こ

の
子
に
素
状
を
記
す
書
状
を
添

え
、
慈
渾
に
養
育
を
託
し
た
。

桔
梗
は
そ
れ
を
機
に
光
秀
の
元

を
離
れ
、
京
都
御
所
の
女
官
と

な
っ
た
。
桔
梗
は
そ
れ
か
ら
五

年
を
経
て
没
し
て
い
る
。

光
秀
は
お
煕
と
結
婚
し
て
か

ら
は
、
側
室
を
置
か
ず
四
男
五

女
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
九
人
は
、
光
秀
が
本
能
寺

に
信
長
を
哉
殺
し
た
あ
と
、
秀

吉
側
の
手
で
、
あ
る
い
は
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
争
い
に
よ
っ

て
、
全
員
断
罪
さ
れ
、

あ
り
ぃ
は
白
刃
し
て

果
て
て
い
る
。
表
向

き
、
こ
れ
で
明
智
の

血
は
絶
た
れ
た
か
に

見
え
た
。
光
秀
が
人

知
れ
ず
妙
心
寺
に
預

け
た
男
子
一
人
を
除

い
て
は
。

慈
渾
和
尚
は
、
こ

の
子
に
南
光
坊
と
い

う
名
を
授
け
た
。
一

年
後
、
慈
渾
は
南
光

坊
に
比
叡
山
に
上
が

る
よ
う
勧
め
た
。
南

光
坊
の
素
養
が
人
並

み
は
ず
れ
て
い
る
こ

と
を
見
抜
い
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
南
光
坊
十
六
歳
の

と
き
で
あ
る
。

比
叡
山
天
台
座
主
は
応
胤
と

い
っ
た
。
光
秀
の
書
状
と
慈
渾

和
尚
の
添
え
書
き
は
、
応
胤
の

手
許
に
保
管
さ
れ
る
。
南
光
坊

の
棲
ざ
ま
し
い
ほ
ど
の
習
学
、

精
進
が
始
ま
っ
た
。
万
巻
の
書

も
読
破
し
、
天
文
、
薬
草
、
薬

学
の
知
識
を
習
得
し
た
。
天
台

の
教
え
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
十
四
年
の
精
進
は
、

応
胤
も
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
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な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
南
光
坊

は
二
十
九
歳
に
な
っ
て
い
た
。

応
胤
座
主
は
あ
る
日
、
南
光

坊
を
傍
ら
に
招
き
、
精
神
、
勉

学
の
成
果
を
讃
え
、
「
既
に
世

の
中
は
治
ま
っ
た
。
南
光
坊
よ
、

こ
れ
以
降
は
武
蔵
国
、
川
越
の

無
量
寺
に
入
り
、
住
職
を
し
て

努
め
を
果
さ
れ
よ
」
と
、
自
ら

の
添
え
状
二
通
と
光
秀
の
書
状

を
、
南
光
坊
に
託
し
た
の
で
あ

る
。
「
何
年
か
後
に
は
、
徳
川

家
康
殿
に
お
会
い
さ
れ
る
と
き

が
、
き
っ
と
参
ろ
う
。
次
の
天

下
様
は
家
康
様
じ
ゃ
。
そ
の
と

き
、
こ
の
書
状
を
お
見
せ
す
る

が
よ
い
。
き
っ
と
よ
き
こ
と
が

お
こ
ろ
う
ぞ
」
そ
う
言
い
な
が

ら
南
光
坊
を
見
つ
め
。

「
世

の
中
、
治
ま
っ
た
と
い
え
、
何

が
あ
る
か
解
ら
ぬ
。
ご
自
分
の

素
状
は
、
人
に
は
口
外
さ
れ
る

な
。
そ
な
た
は
、
今
後
、
智
楽

院
と
名
の
る
が
よ
い
。
こ
の
名

は
、
由
緒
あ
る
貴
い
名
ぞ
。
応

し
て
、
こ
れ
か
ら
を
過
ご
せ
る

が
よ
い
」
智
楽
院
は
、
座
主
に

見
送
ら
れ
、
東
国
に
向
か
っ
て

旅
立
っ
た
の
で
あ
る
。
智
楽
院

は
、
そ
の
ま
ま
川
越
へ
入
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

父
、
光
秀
が
諸
国
を
放
浪
し

多
く
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
よ

う
に
、
東
北
の
地
を
行
脚
し
た
。

そ
の
途
中
、
今
津
の
良
源
寺
を

訪
ね
る
と
、
住
職
の
許
し
を
得

て
客
僧
と
し
て
と
ど
ま
り
、
寺

内
で
法
話
を
受
け
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
や
が
て
智
楽
院
の
法

話
は
、
大
勢
の
信
者
を
得
る
。

光
秀
ゆ
ず
り
の
美
貌
と
、
よ
く

響
く
声
は
、
人
々
を
魅
了
し
、

良
源
寺
の
門
前
は
人
で
溢
れ
た

と
い
う
。
智
楽
院
の
薬
草
と
薬

学
の
知
識
は
、
病
に
苦
し
む
多

く
の
人
を
治
し
、
そ
の
名
声
は

さ
ら
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

川
越
の
無
量
寺
に
入
っ
た
あ
と

も
、
そ
の
名
声
は
ま
す
ま
す
確

か
な
も
の
と
な
り
、
東
北
か
ら

関
東
に
か
け
て
、
智
楽
院
の
名

が
響
い
た
。

智
楽
院
が
三
十
半
ば
を
越
え

た
と
き
、
天
海
と
名
を
改
め
た
。

天
海
僧
正
の
誕
生
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
彼
の
名
声
は
遠
く

江
戸
城
に
ま
で
響
い
て
い
た
。

家
康
目
身
も
、
深
い
関
心

を
持
っ
て
い
た
。
密
か
に
、

天
海
の
こ
と
を
調
べ
た
で

あ
ろ
う
。
判
明
し
た
の
は
、

天
海
が
当
代
随
一
の
学
僧

で
あ
っ
た
こ
と
、
天
台
の

奥
義
を
疾
く
弁
え
て
い
た

こ
と
、
そ
の
け
れ
ん
味
の

な
さ
に
、
熱
烈
な
信
者
が

多
数
惹
か
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

家
康
は
、
天
海
を
江
戸

城
に
招
く
た
め
の
方
策
を
練
っ

た
。
天
海
は
、
家
康
の
た
め
に

天
下
泰
平
を
祈
願
す
る
と
い
う

口
実
の
も
と
に
、
江
戸
城
を
訪

ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
康
四

十
九
歳
で
あ
っ
た
と
記
述
に
は

あ
る
。
当
日
、
天
海
は
黒
い
袈

裟
を
身
に
ま
と
い
、
端
然
と
し

て
家
康
に
対
し
た
。
家
康
の
側

近
に
持
参
し
た
扇
子
と
、
応
胤

座
主
か
ら
手
渡
さ
れ
た
、
父
光

秀
の
書
状
と
座
主
の
書
状
を
差

し
出
し
、
深
く
平
伏
し
た
。
家

康
が
扇
子
を
開
く
と
、
そ
こ
に

は
鮮
や
か
に
水
色
桔
梗
が
描
か

れ
て
い
た
。
家
康
は
、
は
っ
と

し
た
表
情
に
な
る
と
「
こ
の
桔

梗
は
そ
な
た
の
家
紋
で
あ
る
か
」

と
、
訊
ね
た
。
「
は
い
。
わ
が

父
の
そ
れ
が
唯
一
の
形
見
で
ご

ざ
い
ま
す
」
家
康
は
差
し
出
さ

れ
た
書
状
を
手
に
と
り
、
や
が

て
思
い
切
っ
た
よ
う
に
、
古
い

書
状
の
封
を
開
い
た
。
一
読
、

唖
然
と
し
た
表
情
の
家
康
は

「
そ
な
た
は
、
明
智
光
秀
殿
の

一
子
で
あ
っ
た
か
。
よ
く
生
永

え
て
い
た
も
の
よ
。
光
秀
殿
に

つ
い
て
は
、
懐
か
し
い
記
憶
も

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
そ
う
か
、
そ

う
で
あ
っ
た
か
」
と
、
感
に
耐

え
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
そ
な

た
は
、
暫
く
城
に
留
ま
り
て
、

話
を
聞
か
せ
て
く
れ
」

天
海
は
、
い
っ
た
ん
川
越
へ

戻
り
、
改
め
て
家
康
の
元
へ
迎

え
ら
れ
た
。
「
常
に
わ
が
左
右

に
従
い
て
、
わ
れ
を
支
え
よ
」

家
康
は
、
天
海
を
篤
く
過
し
た
。

家
康
の
申
し
送
り
に
よ
り
、
秀

忠
、
家
光
ま
で
、
三
代
に
わ
た

る
幕
府
の
ブ
レ
ー
ン
が
、
姿
を

現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）

正
月
、
還
暦
を
迎
え
た
天
海
は

三
十
年
ぶ
り
に
比
叡
山
に
上
が
っ

た
。
応
胤
座
主
は
既
に
な
い
。

天
海
は
、
「
慶
長
二
十
年
二
月

十
七
日
奉
寄
進

願
主
光
秀
」

と
、
父
の
名
を
刻
ん
だ
石
灯
寵

を
寄
進
し
て
い
る
。
天
海
の
胸

中
に
は
、
父
光
秀
を
偲
ぶ
熱
い

思
い
が
去
来
し
て
い
た
。

参
考

フ
ロ
イ
ス

日
本
史

吾
妻
鏡

新
人
物
往
来
社

明
智
軍
記

明
智
軍
記
異
聞

「
石
亀
の
妖

術
」
風
涛
社

津
軽
隠
密
秘
帖

河
出
書
房
新

社徳
川
実
記
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「
時
は
今

天
が
下
し
る

五
月
か
な
」
、
こ
れ
は
天
正
10

年
（15

82

年
）
５
月
に
明
智
光

秀
が
「
本
能
寺
の
変
」
の
直
前

に
詠
ん
だ
百
韻
連
歌
の
発
句

（
第
１
句
目
の
歌
）
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
４
２
８
年
が
過
ぎ
た

今
、
土
佐
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
で
活
気
づ
い

て
い
る
。
ま
さ
に
、
「
土
佐
は

今

天
が
下
し
る

五
月
か
な
」

で
あ
る
。
数
年
前
に
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
『
功
名
が
辻
』

が
放
送
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
る
土
佐
は
、

私
た
ち
の
「
土
佐
」
と
は
か
な

り
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
。
「
土
佐
学
」
で
も
、
や
は

り
歴
史
か
ら
み
た
真
実
の
土
佐

を
描
き
な
お
す
必
要
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
今
年

は
「
明
智
光
秀
と
龍
馬
」
を
切

り
口
に
、
私
た
ち
の
「
土
佐
」

を
で
き
る
だ
け
正
確
に
描
き
だ

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
４
２
０
年
前
ま
で
南

国
市
の
北
部
に
は
長
宗
我
部
元

親
の
居
城
で
あ
る
岡
豊
城
が
あ
っ

た
。
南
国
市
は
、
土
佐
の
ま
つ

り
ご
と
の
中
心
地
で
あ
っ
た

（
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
と
言
わ
れ

て
い
る
）
。
現
在
の
高
知
市
付

近
は
、
そ
の
時
代
は
浦
戸
湾
と

そ
れ
に
流
れ
込
む
河
川
（
鏡
川
・

国
分
川
）
の
大
デ
ル
タ
地
帯
で

は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

一
宮
に
あ
る
土
佐
神
社
の
直
前

ま
で
、
干
潟
が
続
い
て
い
た
の

で
は
な
い
か
、
そ
し
て
「
比
島
」

も
島
、
「
か
づ
ら
し
ま
」
も
島
、

「
高
須
」
は
干
潟
な
ど
、
そ
の

面
影
は
現
在
の
地
名
に
も
残
っ

て
い
る
。

す
こ
し
、
や
や
こ
し
く
て
堅

い
記
述
（
無
味
乾
燥
的
な
記
述
）

に
な
る
が
、
当
時
の
状
況
を
想

像し
て
頂
き
た
い
。

長
宗
我
部
元
親
は
、
長
宗
我

部
氏
第
19
代
当
主
・
長
宗
我
部

国
親
の
長
男
で
、
第
20
代
当
主

で
あ
る
。
母
は
、
美
濃
斎
藤
氏

の
娘
（
号
祥
鳳
）
。
正

室
は
、
石
谷
光
政
（
足

利
義
輝
の
家
臣
）
の
娘

で
、
石
谷
頼
辰･

斎
藤

利
三
の
異
父
妹
で
あ
る
。

側
室
に
は
、
明
智
光
秀
の
妹
の

娘
が
い
る
（
側
室
：
小
少
将､

明
智
光
秀
の
妹
の
娘
）
。
長
宗

我
部
元
親
の
夫
人
は､

天
正
11

年
７
月
22
日
（158

3

年
）
、
本

能
寺
の
変
の
翌
年
に
亡
く
な
っ

て
い
る
。
亡
く
な
っ
た
原
因
も
、

墓
所
も
不
明
で
あ
る
。
夫
人
の

正
式
な
名
は
不
明
で
あ
る
が
、

司
馬
遼
太
郎
の
『
夏
草
の
賦
』

で
は
「
葉
々
」
と
い
う
名
前
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。
父
は
石
谷

光
政
、
母
は
蜷
川
親
順
の
娘
で

あ
る
。
そ
し
て
、
長
宗
我
部
元

親
の
嫡
男
で
あ
る
信
親
（
天
正

14
年
12
月
12
日
（1

587

年
１
月

20
日
）
戸
次
川
の
戦
い
で
死
亡
、

享
年
22
才
）
も
、
正
室
は
石
谷

頼
辰
女
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
長
宗
我
部
家

は
、
国
親
、
元
親
、
信
親
と
三

代
に
わ
た
り
、
美
濃
の
斎
藤
家

（
土
岐
氏
）
関
係
者
か
ら
夫
人

を
迎
え
て
い
る
。
斎
藤
利
三
は
、

明
智
光
秀
の
重
臣
で
あ
り
、
前

室
は
斎
藤
道
三
の
娘
で
あ
っ
た

と
い
う
が
、
史
料
的
に
明
確
な

も
の
で
は
な
い
。
後
室
は
、
稲

葉
一
鉄
の
娘
で
あ
り
、
斎
藤
利

宗
、
斎
藤
三
存
、
そ
れ
に
末
娘

の
福
（
春
日
局
）
ら
を
産
ん
で

い
る
。
そ
し
て
、
福
は
稲
葉
重

通
の
養
女
と
な
り
、
江
戸
幕
府

の
第
３
代
将
軍
徳
川
家
光
の
乳

母
と
な
っ
た
。
福
は
、
山
崎
の

戦
い
（
天
正
10
年
（15

82

年
）

６
月
３
日
（
西
暦
７
月
２
目
）
、

古
来
「
天
王
山
の
戦
い
」
と
言

わ
れ
て
い
る
）
の
後
、
義
理
の

叔
父
で
あ
る
長
宗
我
部
元
親
を

頼
り
、
土
佐
の
岡
豊
城
で
過
ご

し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
長
宗

我
部
元
親
が
、
天
正
16
年
（1

5

88

年
）
大
高
坂
山
（
現
在
の
高

知
城
が
あ
る
辺
り
）
に
城
を
移

し
、
大
高
坂
が
水
害
が
多
い
為
、

３
年
後
の
天
正
19
年
（1591

年
）

波
戸
城
に
居
城
を
移
す
ま
で
、

岡
豊
（
南
国
市
北
部
地
域
）
は

土
佐
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

土
佐
の
国
は
、
想
像
す
る
よ

り
も
盈
か
に
中
央
（
土
岐
氏
の

斎
藤
や
明
智
な
ど
）
と
の
関
係

が
強
か
っ
た
訳
で
、
中
央
か
ら

の
多
く
の
武
将
や
商
人
（
近
江

商
人
な
ど
）
が
岡
豊
城
の
周
辺

に
居
住
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。ま

た
、
南
国
市
亀
岩
に
は
、

昔
、
坂
本
城
が
あ
り
、
墓
石
に

「
坂
本
家
先
祖

初
代
ハ
亀
岩

坂
本
城
々
主
坂
本
喜
三
兵
衛
天

正
十
年
近
江
坂
本
城
落
城
後
土

佐
二
来
り
長
曽
我
部
元
親
二
任

ヘ
ル
父
は
近
江
坂
本
城
々
主
明

智
左
馬
之
助
光
春
ト
伝
ハ
ル
」

と
書
か
れ
た
墓
も
あ
り
、
「
明

智
左
馬
之
助
光
春

妻

明
智

十
兵
衛

光
秀

長
女
」
と
書

か
れ
た
墓
も
あ
る
。
最
近
の
墓

石
で
は
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に

古
い
墓
石
が
あ
る
。
こ
の
古
い

墓
石
は
、
斎
藤
利
三
の
墓
と
、

う
り
二
つ
で
あ
る
。

坂
本
龍
馬
の
先
祖
（
土
佐
で

の
初
代
）
に
あ
た
る
坂
本
太
郎

五
郎
の
墓
は
、
亀
岩
の
隣
の
谷

で
あ
る
才
谷
に
あ
る
。
太
郎
五

郎
は
、
本
能
寺
の
変
の
あ
と
、

明
智
光
春
の
子
ど
も
が
土
佐
に

逃
れ
、
旧
才
谷
村
に
住
み
着
い

て
百
姓
に
な
っ
た
と
い
う
根
強

い
伝
承
が
あ
る
が
、
墓
の
両
面

に
は
、
太
郎
五
郎
は
本
能
寺
の

変
よ
り
10
数
年
も
前
に
戦
乱
を

避
け
て
山
城
国
か
ら
来
た
者
で

あ
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
（
ま
だ
確
認
し
て
い
な

第１０号 坂本城を考える会ニュース 2010年 ５月２０日

5

歴
史
か
ら
見
た
、
私
た
ち
の
「
土
佐
」

明
智
光
秀
と
龍
馬

副
理
事
長

坂
本

世
津
夫
（
高
知
大
学
）



い
）
。
ま
た
、
大
浜
家
で
あ
る

が
、
長
宗
我
部
時
代
の
商
人

（
近
江
商
人
）
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
る
。

坂
本
龍
馬
は
明
智
光
秀
の

子
孫
な
の
か

思
う
に
、
明
智
光
春
（
左
馬

前
）
の
妻
は
、
明
智
光
秀
の
娘

（
長
女
？
）
で
は
あ
る
が
、
坂

本
太
郎
五
郎
の
母
は
、
近
江
商

人
の
女
（
大
浜
家
の
関
係
者
）

で
、
「
光
秀
の
娘
」
の
子
ど
も

で
は
な
い
、
と
推
測
し
て
い
る
。

父
は
光
春
で
あ
る
が
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
「
光
秀
の
子
孫
」

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
戦
国

時
代
は
、
政
略
の
為
に
色
々
な

形
態
で
婚
姻
を
す
る
の
で
、
妻

や
子
ど
も
と
い
っ
て
も
、
現
代

と
同
様
に
考
え
る
こ
と
は
で
な

い
。
本
妻
が
い
れ
ば
、
側
室
も

い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
離

婚
し
、
主
人
（
妻
）
を
変
え
る

こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

坂
本
太
郎
五
郎
が
土
佐
に
来
た

時
期
は
、
墓
に
記
述
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
本
能
寺
の
変
の
前
か

も
し
れ
な
い
。
太
郎
五
郎
は
、

光
秀
の
直
接
の
子
孫
に
は
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
が､

明
智

一
族
の
子
孫
で
は
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
が
な
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
「
明
智
」
と
い
っ

て
も
、
一
つ
の
家
で
は
な
く
、

親
戚
（
一
族
）
が
大
勢
い
た
と

考
え
て
い
る
。

美
濃
（
岐
阜
県
）
の
斎
藤
家

で
あ
る
が
、
斎
藤
内
蔵
前
利
三

は
、
明
智
光
秀
の
家
臣
（
重
臣
）

で
あ
る
が
、
斎
藤
家
は
、
明
智

家
と
同
等
に
、
土
岐
一
族
で
あ

る
。
し
か
が
っ
て
、
「
桔
梗
紋
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
智
の
家

紋
と
い
う
よ
り
も
、
土
岐
氏

（
一
族
）
の
家
紋
で

あ
り
、
そ
う
い
う
面

か
ら
見
た
方
が､

正

確
な
見
方
が
で
き
る

と
思
う
。
こ
れ
か
ら､

そ
れ
を
実
証
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

土
岐
氏
は
、
結
局

は
「
本
能
寺
の
変
」

で
滅
び
て
し
ま
っ
た
が
、
福

（
斎
藤
利
三
の
娘=

=

春
日
局
）

を
要
に
し
て
、
徳
川
で
再
興
を

図
っ
た
の
だ
と
想
像
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
明
智
光
秀
も
、
天
海

と
し
て
、
「
見
ざ
る
、
言
わ
ざ

る
、
聞
か
ざ
る
」
の
中
に
、
再

興
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
し
て
い
る
。
全
て
は
、

日
光
東
照
宮
に
封
印
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
を
、
一
つ
一
つ
、
ひ
も
と
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
「
本

能
寺
の
変
」
の
目
的
は
い
っ
た

い
何
で
あ
っ
た
の
か｡

一
義
的

に
は
、
や
は
り
、
土
佐
に
い
る

土
岐
一
族
を
救
い
た
い
と
い
う

意
味
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

う
。
織
田
信
長
に
と
っ
て
は､

や
は
り
土
佐
は
脅
威
だ
っ
た｡

し
か
し､
他
に
も
理
由
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

時
代
が
下
り
、
坂
本
龍
馬
が

暗
殺
さ
れ
た
目
的
（
理
由
）
は

何
で
あ
っ
た
の
か
、
光
秀
の

「
役
割
」
と
似
か
よ
っ
て
い
る

部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な

ら
な
い
。

研
究
と
い
う
も
の
は､

や
は

り
予
測
を
立
て
て､

そ
れ
を
実

証
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
仮
説
、
推
論
、
実
証
で

あ
る
。
ト
ロ
イ
ア
遺
跡
を
発
見

し
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
リ
ー

マ
ン
は
、
幼
少
の
こ
ろ
に
ホ
メ
ー

ロ
ス
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
に
感

動
し
た
こ
と
が
、
ト
ロ
イ
ア
発

掘
を
志
し
た
き
っ
か
け
だ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
「
神
話
」
を
、

神
話
だ
け
に
は
し
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
情
報
（
伝
承
な
ど
）
を
、
単

に
読
み
流
す
の
で
は
な
く
、
そ

こ
か
ら
発
見
す
る
こ
と
（
光
を

あ
て
、
輝
か
せ
る
こ
と
）
が
、

地
域
学
で
あ
る
「
土
佐
学
」
に

も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

シ
ュ
リ
ー
マ
ン
や
司
馬
遼
太

郎
の
時
代
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
い
う
手
段
が
な
か
っ
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し1

5

年
が
経
過
し
た
現
在
、
世
界
中

の
地
域
情
報
が
各
地
域
か
ら
発

信
さ
れ
て
い
る
。
世
界
は
、
ま

さ
に
巨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
巨
大

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
串
剌
し
に

し
て
（
駆
使
し
て
）
、
地
域
の

本
当
の
歴
史
（
姿
）
を
読
み
解

く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
感

じ
る
。
単
に
一
地
域
だ
け
の
研

究
で
は
分
か
ら
な
い
繋
が
り
が
、

や
っ
と
推
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
は
言
っ

て
も
、
や
は
り
重
要
な
こ
と
は
、

正
し
い
仮
説
を
立
て
て
、
地
域

に
足
を
運
ん
で
実
証
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

や
っ
と
、
「
時
は
今

天
が

下
し
る

五
月
か
な
」
、
で
あ

る
。

こ
の
歌
が
、4

2
8

年
経
っ
た
今

「
そ
れ
を
や
っ
て
く
れ
」
と
語

り
か
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。坂

本
太
郎
五
郎
で
あ
る
が
、

Y
a
h
o
o

等
で
検
索
し
て
み
て
ほ

し
い
。
「
紀
氏

土
岐
」
、

「
大
浜

紀
氏
」
な
ど
検
索
す

る
と
色
々
と
繋
が
っ
て
く
る
。

大
浜
家
は
、
江
戸
時
代
に
は
、

近
江
長
浜
（
山
内
一
豊
の
居
城

が
あ
っ
た
）
の
大
商
人
（
近
江

商
人
）
に
な
る
。
「
大
浜

近

江
商
人
」
で
検
索
す
る
と
、
面

白
い
情
報
が
で
て
く
る
。

５
月
の
「
土
佐
学
大
会
」
で

は
、
「
仮
説
」
「
推
論
」
（
方

法
論
）
の
部
分
を
ご
紹
介
す
る

予
定
で
あ
る
。
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南国市亀岩


